
がん等における緩和ケアの更なる推進に関する検討会 議論の整理 概要

（背景）これまで緩和ケアの均てん化を目指し、拠点病院を中心に基本的な緩和ケア研修の実施、専門的な緩和ケアの体制整備
等に取り組んできた。これまでの現状と課題を踏まえ、緩和ケアの更なる推進について議論の整理を行った。

現状と課題 今後の方向性
緩和ケアの提供体制

• 緩和ケアの質に関する指標や基準が確立されていない。
• 専門的な緩和ケアの診療機能の維持向上等に課題がある。
• 施設全体の緩和ケアの連携が図られていない。
• 拠点病院以外の病院における緩和ケアの状況について十
分把握できていない。

• 地域において、切れ目のない緩和ケアの提供体制が構築
できていない。

• 緩和ケア病棟にも、緊急時のバックベッドとしての役割
等が求められている。 等

緩和ケア研修会、卒前・卒後教育

医療用麻薬、介護、小児等、がん以外の疾患の緩和ケア

• 緩和ケア研修会の受講率は、拠点病院の主治医であっても
約半数に止まっている（平成27年９月時点）。

• 緩和ケア研修会の開催は、拠点病院の負担になっている。
• 様々なレベルの参加者に対応した目標設定ができていない。
• 緩和ケア研修会の効果判定が患者アウトカムでない。
• 卒前・卒後教育において、緩和ケアを学ぶ機会を確実に確
保する必要がある。 等

• 国民は、医療用麻薬に対する誤解がある。
• 介護する家族と患者が寄り添える療養環境の整備が不十分。
• 緩和ケアが小児・AYA世代の患者に十分に届いていない。
• がん以外の疾患に対する緩和ケアのニーズや臨床現場にお
ける実態がわかっていない。 等

• 緩和ケアの質を評価するための指標や基準を確立する。
• 専門的な人材の適正配置及び緩和ケアチームを育成する。
• 施設全体の緩和ケアの院内基盤として、緩和ケアセンター
の機能を強化する。

• 拠点病院以外の病院における緩和ケアの実態を把握する。
• 地域で関係医療機関が定期的に意見交換する機会を設ける。
• 緩和ケア病棟の質の維持向上のため、２次医療圏における
緩和ケア病棟の機能分化等の有り方について検討する。等

• 拠点病院は、拠点病院以外の病院を対象として、緩和ケア
研修会の受講状況の把握とともに積極的な受講勧奨を行う。

• 緩和ケア研修会の講義部分に、e-learningを導入する。
• 全ての診療科医師が共通して受けられる基本的な内容と専
門的な内容を組み合わせる等の見直しを検討する。

• 緩和ケア研修会の到達目標を明確化する。
• 拠点病院においては、全ての卒後２年目までの医師が緩和
ケア研修会を受講すべきである。 等

• 国民に対する医療用麻薬の適切な啓発、がん診療に携わる
医療従事者に対する適正使用の普及を図るための研修を実
施する。

• 患者、家族が寄り添える療養環境を整備することを検討す
る。

• 小児・AYA世代に対する緩和ケアの連携・提供体制の整備
を図る。

• がん以外の疾患に対する緩和ケアの実態調査を行う。 等
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